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1.	  はじめに  
筆者らは，熟練者育成を目的として，これま

で看護師を対象としたフィジカル・アセスメン

トスキルの習得支援研究や，学生を対象とした

プロジェクト指向教育を行ってきた[1][2]． 
これらの研究の中で，熟練技術（以下，スキ

ル）習得の本質はモデリング能力であるという

ことを確認した．一方で，過去の研究で得られ

た結果をより一般的な事象に適応するため，対

象を観察するという行為に焦点を当て，書道の

「臨書」を対象に実験を行った[3]．その結果，書

道熟練者は非熟練者と比べ，学習対象を細部ま

で観察し，手本を見ている最中に自分の筆の動

きをシミュレーションしていることが分かった． 
以上のような研究結果を踏まえ，本稿では，

非熟練者を対象に，熟練者の観察情報を提示し

た実験を行う．熟練者の観察情報を非熟練者に

提示することで，学習効率にどの様な影響を与

えるかを検証する． 
 
2.	  モデリング能力  

スキル習得のためには単にくりかえし模倣す
るだけでなく，分析力／判断力や，知識，経験

が不可欠であり，学習者は自らのスタイルとし

てそれらを体得する必要があるとしている．さ

らに，熟練者に必要なスキル習得を構築する能

力，すなわちモデリング能力は，｛事象(経験/観
察)，関係(比較)，意味(分析)，モデル(抽象化/メ
タ処理)｝という認識系列によって構成される[2]． 
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3.	  熟練者の視線情報を提示した実験  
3.1	 実験の目的	 
本実験の目的は，書道非熟練者に書道熟練者

の臨書における観察情報を提示することで，初

心者にどの様な影響を与えるかを測ることであ

る．これによって，熟練者の視線情報，すなわ

ちモデリング能力の一部を非熟練者に提示する

ことによる学習成果の有用性を示す． 
参考文献[3]で行われた実験では，書道熟練者

と非熟練者の視線情報を比較するため，非熟練

者に対して書道のノウハウ等の情報を提示せず

に実験を行った．本実験では，書道非熟練者に

書道熟練者の臨書における観察情報を与え，得

られた結果を先行実験と比較する．そのため，

先行実験と同じ環境を構築して実験を行う． 
 

3.2	 実験環境	 
本実験の環境を図 1に示す．前節で述べたよう

に，実験環境は先行実験と同様にする必要が有

るため，先行実験と同様に，手本・半紙・硯を

設置した机と椅子を用意し，臨書が行える環境

を構築した．実験中，被験者には株式会社ナッ

クイメージテクノロジーのアイマークレコーダ

EMR-9を装着し，視線情報の測定を行った． 
 

 
図 1 実験環境[3] 

 
3.3	 実験手順	 
本実験の手順を表 1 に示す．参考文献[3]で行

った実験手順に加え，被験者が臨書を行う前に，
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熟練者の観察情報を口頭で伝えた．被験者に伝

えた熟練者の観察は，①手本を細部までよく観

察するように，②清書を行う時に，筆の入れ方

や角度，力の入れ方，筆の速度といった，自分

が筆を動かすイメージをするように，とした．

これは，参考文献[3]で明らかになった，書道熟
練者の臨書時の視線情報やアンケートの結果を，

抽象的に伝えたものである．本実験の被験者は，

先行実験での実験参加者 2 名（被験者 A，被験
者 B とする）である．熟練者の観察情報を提示
したことにより，学習効率により変化が起きる

と予想される，書道初心者を対象とした． 
 

表  1 実験手順  
手順 内容 

1 熟練者の臨書時の観察情報を被験者に伝

える． 
2 被験者に EMR ヘッドユニットを装着さ

せキャリブレーションを行う． 
3 ウォーミングアップのために，楷書を 2

枚書く． 
4 楷書を 3 枚書く．1 枚書き終わる毎に，3

分間の自由時間を設ける． 
5 行書を 3 枚書く．1 枚書き終わる毎に，3

分間の自由時間を設ける． 

	 

4.	  分析  
本実験の分析には，株式会社ナックイメージ

テクノロジーのアイマーク解析ソフトウェア

EMR-dFactory Ver.2.2を使用した．分析手法は，
対象を観察していた時間と停留点範囲が図示さ

れる停留点軌跡分析を用いた．更に，停留領域

の時間を測定する停留点時間分析を行った． 
また，本実験と先行実験の被験者の清書を，

参考文献[3]において様々な助言を頂いた書道熟
練者に評価してもらった． 
 

4.1	 停留点軌跡分析と停留点時間分析	 
停留点軌跡分析の結果，被験者2名とも，先行

実験と比べ，自由時間時の手本領域の停留回数

が上昇した．平均停留時間も，被験者Aは前回と
比べ4.51sec増加し，被験者Bは24.25sec増加した． 
 

4.2	 清書の評価	 
先行実験の清書と本実験の清書を，書道熟練

者に評価してもらった．総評として，被験者A，
B共に，先行実験よりも，手本に近づいたという

評価となった．文字の太さやはね・はらいなど，

といった細部も観察できており，技術的なこと

を教えていないにも関わらず，手本通り書こう

とする試行錯誤が増え，より手本に近い文字を

書けているという評価となった． 
 

5.	  考察  
前章で述べた，停留点回数及び平均停留時間

の増加は，被験者に伝えた熟練者の観察情報①

に起因すると考えられる．これは，より細部を

観察するようになったという評価が裏付けであ

る．また，観察情報②においても，被験者が筆

の動きのイメージを意識した結果，停留点回数

の増加や，熟練者に評価された試行錯誤の増加

に繋がったと考えられる．  
 

6.	  おわりに  
本稿では，書道熟練者の臨書時の観察情報を

非熟練者に提示することで，学習効率にどの様

な影響を与えるかを検証した．その結果，被験

者の手本を見る頻度や清書の技術向上が観察で

きた．今後は，熟練者の観察情報を段階的に提

示し，被験者が学習中に，熟練者の観察情報を

どの様に捉えるか検証していきたい． 
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